
書

E平現
代
欧
米
急
進
右
翼
の
思
想
的
源
流
と
発
展
を
探
っ
て

|
「
虎
に
乗
ろ
う
」
か
ら
「
虎
を
絞
め
殺
せ
」
へ

伊
豆
。
E
t
F
O
E
S
-
c岡
山
色
。
『
笠
宮
自
色
伊
豆
。
富
g
z
cご
宮
周
注
目
白
色
同
日
開
宮
町
。
。
亘
書
官
0
5弓

当
g窓
口
同

C
C匡
ロ

E
Z
H司『
OB-豆
島
OHF由
自
問
。
吋

--sd宵
8
色
。
答
。
忌
岡
市
『
=

現代欧米急進右翼白恩想的源流と発展を探って(諦)

語

天

)
 

l
 

(
 

次は
じ
め
に

で
本
書
の
構
成

二
本
書
の
概
要

(
一
一
.
一
)
共
通
点

(
二
.
二
)
相
違
点

(
二
.
=
ロ
特
筆
す
べ
き
点

(
二
.
四
)
戦
後
の
急
進
右
翼
と
の
つ
な
が
り

三
.
本
書
の
意
義

(
三
.
一
)
急
進
右
翼
研
究
に
お
け
る
思
想
史
的
考
察
の
重
要
性

目

74 
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(
三
.
二
)
急
進
右
翼
思
想
家
の
「
戦
略
転
換
」
へ
の
鋭
敏
な
洞
察

(
三
.
=
一
)
中
立
性
と
客
観
性
を
確
保
す
る
貴
重
な
学
問
的
姿
勢

四
急
進
右
翼
思
想
の
全
体
像
の
把
握
困
難
と
今
後
の
課
題

終
わ
り
に

)
 

2
 

(
 

第S4号 (2020)東北法学

白
色
問
看

FOF
宮同}内

(
o
p
)
(
回
呂
田
)
同
ミ
凶
A
F
s
z
z
。h
s
m
国内
N
t
h
n
Q
N
H
d
h
F昨
日
切

S
吉
弘

H
Z
b『
由
ヒ
凶
1
F
Z
R
円
。
ト
芯
司
巳

匂ぬョ。
qoqazodq
吋
O
吋
]
州

O
M『
0
2円

C
E
4
0
2
Hけ
可
可

E
E

は
じ
め
に

近
年
、
欧
米
先
進
諸
国
の
民
主
政
治
で
起
ー
こ
っ
た
最
も
重
要
な
変
化
の
一
つ
は
、
「
急
進
右
翼
」
(
担
任
。
巴
担
問
}
る
勢
力
の
急
速

な
台
頭
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
二

O
一
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
急
進
右
翼
政
党
の
主
流
化
/
与
党
化
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
多

く
見
ら
れ
る
現
象
と
な
り
、
「
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」

309MVRq)
に
代
表
さ
れ
る
保
守
派
の
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
運
動
、

ソ

l
シ
ャ
ル
・

メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
伝
搭
・
拡
散
古
れ
る
「
オ
ル
タ
ナ
右
翼
」
(
〉
宗
国
高

Z
)
運
動
は
ア
メ
リ
カ
を
席
巻
し
、
二

O
一
六
年
の
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
の
「
歴
史
的
」
な
勝
利
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
政
治
的

大
変
動
を
背
景
と
し
て
、
政
治
学
の
分
野
で
は
急
進
右
翼
/
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
研
究
が
爆
発
的
に
増
加
し
た
。

現
在
、
欧
米
の
自
由
民
主
主
義
を
揺
る
が
し
て
い
る
急
進
右
翼
運
動
に
は
、
他
の
政
治
・
社
会
運
動
と
同
様
に
、
そ
の
出
現
と
発
展



を
根
底
か
ら
支
え
て
き
た
思
想
的
源
泉
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
白
色
同
5
0
F
宮
司
F
(
0品
)
'
(
凶
呂
田
)
同
G
B
F宮
古
高
久
$
内

同
Q
R
町内
Q
N

』
州
各
目
立
~
同
$
吉
弘

HFぬ
見
。
E

山

1
F
Z
R
E
F芯
司
Q

N

U
。ョ
2
3
G
-
z
o
d
q
J円。門町

O
U内向。三

C
E
S
E
F
q
H
U
E目
は
ま

さ
に
こ
の
問
題
意
識
を
も
ち
、
戦
後
の
欧
米
諸
国
に
お
け
る
急
進
右
翼
運
動
の
展
開
に
理
論
的
基
礎
と
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

し
て
き
た
思
想
家
ら
の
生
い
立
ち
、
思
想
お
よ
び
影
響
を
紹
介
す
る
意
欲
作
で
あ
る
。
そ
し
て
、
管
見
の
限
り
、
本
書
は
思
想
の
面
か

ら
網
羅
的
に
急
進
右
翼
運
動
を
解
剖
し
よ
う
と
す
る
最
初
の
試
み
で
も
あ
る
。

現代欧米急進右翼由思想的源流と発展を探って(謂)

一
.
本
書
の
構
成

本
書
は
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
、
延
べ
一
六
の
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

第
一
部
で
は
、
「
士
口
典
的
な
思
想
家
」

(
Q自
由
。
江
戸
西
宮
司
)
と
さ
れ
る
オ
ス
ヴ
ア
ル
ト
・
シ
ュ
ベ
ン
グ
ラ
l
(
O
m毛
色
島
田
宮
口
問
目
。
円
)
、

エ
ル
ン
ス
ト
・
ユ
ン
ガ

1
(回
コ
屈
け
』
同
国
間
司
)
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
(
の
ωユ
由
。
F
E
M什
け
)
と
ユ
リ
ウ
ス
・
エ
ヴ
ォ
ラ
(
』
巳
E
m

回
S
F
)
が
紹
介
さ
れ
る
。

第
二
部
で
は
、

ア
ラ
ン
・
ド
・
プ
ノ
ワ

(
k
p
E
E
ι
o
出。ロ
E
E
)、
ギ
ュ

l
ム
・

7
ァユ

(
の
巳
--EM目
。
司
呂
、
。
)
、
ポ
ー
ル
・
ゴ
ッ

ト
フ
リ
l
ト
(
司
自
己
の
0
2守
百
円
日
)
、
。
ハ
ト
リ
ッ
ク
・
プ
キ
ャ
ナ
ン
(
】
U
E
2
0
W
』
回
口
nFEEHH)、
ジ
ャ
レ
ッ
ド
・
テ
イ
ラ
ー
(
白
川
向
。
ι

寸
mw可
-
o
H
1
)

、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
ゥ

l
ギ
ン

(
P
Z
E
B内
守
口
居
住
ロ
)
お
よ
び
パ
ト
・
イ
ェ
オ
ー
ル
(
回
旦
吋
0.0円
)
と
い
う
七
人
の

「
現
代
の
思
想
家
」
(
富
。
母

E
寸『

E
E与
が
分
析
さ
れ
る
。

)
 

3
 

(
 

最
後
、
第
三
部
の
考
察
対
象
は
、
「
新
興
の
思
想
家
」
(
回
日
時
間
。
旦
寸
庄
晃
司
)

の
メ
ン
シ
ウ
ス
・
モ

1
ル
ド
パ
グ
(
害

E
E

72 

冨
o
E
F
C同
)
、
グ
レ
ッ
グ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

(
C
Z明
白
O
F
E
Oロ
)
、
リ
チ
ャ

l
ド
・
ス
ベ
ン
サ

1
(
H
d
o
F
R品
出
回
目
。
ロ
臣
吋
)
、
ジ
ヤ
ツ



71 

ク
・
ド
ノ
ヴ
ァ
ン

C
E
r
ロ
B
Z
E
)
な
ら
び
に
ダ
ニ
エ
ル
・
フ
リ
ー
ベ
リ

esE甲
山
『
時
間
)

の
五
人
で
あ
る
。

)
 

4
 

(
 

上
記
の
一
六
人
は
、
戦
後
の
欧
米
諸
国
に
お
け
る
急
進
右
翼
運
動
の
発
展
に
関
連
し
て
、
国
境
と
世
代
を
越
え
る
幅
広
い
読
者
を
獲

第54号 (2020)

得
し
た
重
要
な
思
想
家
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
特
定
の
国
や
時
代
に
限
定
的
な
影
響
し
か
与
え
な
か
っ
た
思
想
家
、
ま
た
は
7

(
岡

420ι

コO
H
H
Z
屈け
N
R
F
@
)

や
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
l

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ニ

l
チ
ェ

(
冨
月
江
口
出
白
色
。
問
問
。
円
)

の
よ
う
に
、
影

響
の
範
囲
が
余
り
に
も
大
き
す
ぎ
て
、
急
進
右
翼
思
想
家
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
思
想
家
は
本
書
の
考
察
の
対
象
外
で

東北法学

占
由
司
令
。

ニ
.
本
書
の
概
要

【表
l
】
l
【表
4
】
は
一
六
人
の
急
進
右
翼
思
想
家
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
的
な
個
人
情
報
、
主
要
作
品
、
中
核
的
な
思
想
お
よ
び
政

治
的
志
向
と
地
位
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
各
人
の
中
核
的
な
思
想
は
非
常
に
多
様
で
複
雑
で

あ
る
が
、
以
下
で
は
こ
れ
ら
の
思
想
の
中
に
潜
ん
で
い
る
同
異
を
概
括
し
て
み
よ
う
。

( 

一
)
共
通
点

シ
ュ
ベ
ン
グ
ラ
!
の
「
西
洋
文
明
の
没
落
」
や
フ
ラ
ン
ス
新
右
翼
の
「
欧
州
文
明
の
衰
退
」
論
、

ア
メ
リ
カ
急
進
右
翼
の
言
う
「
白

人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
喪
失
」
や
イ
ェ
オ
ー
ル
の
よ
う
な
極
端
な
反
イ
ス
ラ
ム
主
義
者
が
危
倶
す
る
「
ユ
ダ
ヤ
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
庇
護
民
化
」
な
ど
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
あ
る
種
の
「
終
末
論
」
(
〉
唱
。

g
q
z
w官
自
)
ま
た
は
「
文
化
的
悲
観
主
義
」
が
、
急

進
右
翼
思
想
家
ら
が
持
つ
重
要
な
共
通
点
の
一
つ
で
あ
る
。
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現代欧米急進右翼の思想的源流と発展を探って(諦))
 

7
 

(
 

フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
新
右
翼
思
想
家
の
プ
ノ
ワ
が
提
唱
し
た
「
民
族
的
多
元
主
義
」

a
P
5
1
5色
白
目
)
と

7
ァ
ユ
の
「
民

族
領
域
/
エ
ス
ノ
ス
フ
ィ
ア
」
(
回
笹
口
om司
『
向
。
)
論
は
、
こ
う
し
た
悲
観
主
義
の
文
脈
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
外
来
文
化

か
ら
の
「
侵
略
」
に
よ
る
自
ら
の
文
化
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
さ
ら
な
る
「
崩
壊
」
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
各
民
族
は
平
等
で
あ

り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
の
民
族
領
域
/
エ
ス
ノ
ス
7
ィ
ア
に
閉
じ
込
め
て
互
い
に
分
か
れ
て
い
る
状
態
が
望
ま
し
い
と
主
張
し

た
。
こ
の
よ
う
に
人
種
差
別
の
色
を
薄
め
た
新
し
い
異
民
族
隔
離
主
義
が
戦
後
欧
米
諸
国
の
急
進
右
翼
思
想
に
大
き
な
共
鳴
を
引
き
起

こ
し
、
「
移
民
排
斥
主
義
」

(
Z
E
Z
U自
)
と
反
多
文
化
主
義
を
蔓
延
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
現
代
の
多
文
化
的
な
社
会
の
形
成
に
加
担
し
た
と
し
て
、

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
・
自
由
主
義
的
・
進
歩
的
な
エ
リ
l

ト
は
批
判
の
的
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

モ
ー
ル
ド
パ
グ
は
進
歩
的
な
エ
リ
ー
ト
集
団
を
「
大
聖
堂
」

S
E
Z骨
巳
)
に
輸
え
、
彼
ら

が
追
求
し
て
き
た
「
普
通
的
価
値
観
」
は
こ
の
「
大
聖
堂
」
の
統
治
を
固
め
る
た
め
の
道
具
に
過
ぎ
ず
、

一
般
人
の
思
想
を
束
縛
す
る

極
拾
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
う
し
て
、
急
進
右
翼
思
想
家
ら
は
伝
統
的
な
社
会
へ
の
回
帰
(
伝
統
主
義
)
を
望
む
こ
と
に
加
え
、
反

近
代
主
義
、
反
進
歩
主
義
、
反
啓
蒙
主
義
、
反
平
等
主
義
、
反
普
遍
主
義
と
反
自
由
主
義
に
よ
っ
て
特
徴
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
急
進
右
翼
思
想
家
は
政
治
体
制
に
対
す
る
指
向
性
に
お
い
て
も
共
通
の
側
面
を
有
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
民
族
や
文
化
が

純
粋
な
伝
統
社
会
を
再
構
築
す
る
た
め
に
、
自
国
は
自
由
民
主
主
義
を
放
棄
し
て
強
力
な
権
威
主
義
体
制
に
方
向
転
換
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
権
威
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
革
命
(
ユ
ン
ガ
l
)
、
国
民
投
票
に
よ
る
非
自
由
主
義
的
な
大
統
領
制

民
主
主
義
(
シ
ュ
ミ
ッ
ト
)
、
精
神
的
な
君
主
制
(
エ
ヴ
ォ
ラ
)
、
民
族
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム

(
ド
ゥ

l
ギ
ン
)
、

リ
パ
タ
リ
ア
ン
権
威

主
義
(
モ
ー
ル
ド
パ
グ
)
、
無
政
府
フ
ァ
シ
ズ
ム

(
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
)
な
ど
の
よ
う
な
、
自
由
民
主
主
義
に
代
わ
る
様
々
な
代
替
案
が
提

案
さ
れ
た
。

68 

最
後
に
、
急
進
右
翼
思
想
家
ら
は
、
以
上
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
「
メ
タ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
/
上
位
政
治
」

(pp官
官
。
ロ
氏
自
)
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の
領
域
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
こ
と
の
重
要
性
を
、
ま
す
ま
す
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
イ
タ
リ
ア
の
マ
ル

(8) 

ク
ス
主
義
者
ア
ン
ト
ニ
ォ
・
グ
ラ
ム
シ

(kfEo巳。

Q
E
B
m
E〕

の
「
文
化
的
覇
権
」
(
の
巳

E
E
-
図
。
向
。
日
自
己
論
か
ら
示
唆
を

第54号 (2020)

得
た
プ
ノ
ワ
、

フ
ァ
ユ
な
と
の
初
期
の
フ
ラ
ン
ス
新
右
翼
系
思
想
家
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
安
定
的
で
複
雑
な
政
ゐ
・

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
あ
る
価
値
観
や

「
世
界
観
」

社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
を
構
築
・
維
持
す
る
上
で
不
可
欠
な
の
は
、

(」司
o-t凶
図
的
。
『
m
w
H
H

ロ
ロ
問
)

の
普
及
化
と
支
配
的
な
地
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
歴
史
上
に
成
功
し
た
す
べ
て

東北法学

の
政
治
運
動
は
例
外
な
く
、
先
ん
じ
て
メ
タ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
領
域
に
お
い
て
優
勢
を
占
め
て
こ
そ
功
を
奏
し
た
と
信
じ
て
い
る
現
在

の
急
進
右
翼
思
想
家
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
(
ブ
ロ
グ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
雑
誌
、
掲
示
板
)
、
出
版
物
(
〉
長
百
ω
出
版
社
、

O
E
E司
l

。R
Eロ
百
出
版
社
)
、

ひ
い
て
は
シ
ン
ヲ
タ
ン
ク

(
の
何
回
の
回
、

Z日

U
H
)

を
通
じ
て
自
ら
の
メ
タ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
戦
略
を
実
践
し
て

7
〉
O

L
2
1
 

(
ニ
ニ
)
相
違
点

本
書
で
は
一
六
人
の
思
想
に
多
く
の
共
通
点
が
存
在
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
急
進
右
翼
的
主
張
を

め
ぐ
っ
て
は
実
際
、
急
進
右
翼
思
想
家
の
間
に
合
意
が
な
い
か
、
時
に
観
点
に
翻
酪
さ
え
も
生
じ
る
。

第
一
は
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
し
て
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
、

ユ
ン
ガ
1
、
プ
ノ
ワ
や
7
ァ
ユ
な
と
の
欧
州
の
急
進
右
翼
思
想
家
は
自
国

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
訴
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
欧
州
各
国
の
「
有
機
的
」
な
統
合
を
目
指
す
、
い
わ
ば
「
汎
欧
州
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

(
司
自
l

回
号
。
唱
。

B
Z
E
5
E
E
E
)
を
掲
げ
る
が
、
プ
キ
ャ
ナ
ン
、
テ
イ
ラ
ー
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、

ス
ベ
ン
サ
ー
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ

の
急
進
右
翼
思
想
家
は
常
に
露
骨
な
生
物
学
的
人
種
主
義
の
性
格
を
帯
び
る
「
白
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
(
巧
広

Z
Z
E
Eロ
色
白
日
)

を
主
張
す
る
。
ま
た
、
精
神
的
な
人
種
主
義
を
賛
美
す
る
エ
ヴ
ォ
ラ
や
、
無
政
府
主
義
を
信
奉
す
る
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
の
よ
う
な
反
ナ
シ
ョ
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ナ
リ
ズ
ム
的
な
思
想
家
も
い
る
。

第
二
は
、
反
イ
ス
ラ
ム
主
義
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
は
急
進
右
翼
思
想
家
の
共
通
的
な
特
徴
で
は
な
い
。
前
者
に
関
し
て
、
例
え
ば
、
ネ

オ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
主
義
を
唱
え
る
ド
ゥ

l
ギ
ン
は
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
代
表
さ
れ
る
「
海
洋
国
家
」
に
対
抗
す
る
た
め
に
ム
ス
リ

ム
は
む
し
ろ
「
自
然
な
同
盟
相
手
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
の
最
も
急
進
的
な
急
進
右
翼
思
想
家
と
見
な
さ
れ
る
ジ
ョ

ン
ソ
ン
さ
え
も
イ
ス
ラ
ム
教
を
仮
想
敵
と
想
定
せ
ず
、
逆
に
ア
メ
リ
カ
白
人
に
「
白
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
を
高
め
さ
せ
、
多
文

化
社
会
の
危
険
性
を
体
感
さ
せ
る
有
益
な
道
具
と
し
て
歓
迎
す
る
。
後
者
に
関
し
て
、
も
と
も
と
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
イ
ェ
オ
ー
ル
は
も

と
よ
り
、
テ
イ
ラ
ー
や
ド
ゥ

l
ギ
ン
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
「
ユ
ダ
ヤ
問
題
」
に
関
心
を
寄
せ
て
い
な
い
思
想
家
も
多
い
。

第
三
は
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
や
ナ
チ
ズ
ム
に
対
す
る
共
感
は
急
進
右
翼
思
想
家
の
潜
在
的
な
傾
向
で
あ
る
と
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
本
豊
田
の
考
察
か
ら
見
れ
ば
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
ま
ず
、
戦
前
あ
る
い
は
戦
時
中
に
、
積
極
的
な
ナ
チ
党
員
で
あ
る
シ
ュ
ミ
ッ

ト
を
除
吉
、

ユ
ン
ガ
!
と
エ
ヴ
ォ
ラ
は
共
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
あ
る
程
度
肯
定
し
て
い
た
が
、
国
民
社
会
主
義
ま
た

シ
ュ
ベ
ン
グ
ラ

l
、

は
ナ
チ
党
に
対
し
て
、
か
え
っ
て
批
判
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
戦
後
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
新
右
翼
、
特
に
ブ
ノ
ワ
は
イ
タ

リ
ア
の
ネ
オ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、
彼
の
恩
想
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
ナ
チ
ズ
ム
と
か
な
り
異
な
る
性
質
を
持
つ

て
い
る
。
ま
た
、
ド
ゥ

l
ギ
ン
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
な
ど
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
や
ナ
チ
ズ
ム
へ
の
親
近
感
を
公
然
と
示
し
た
思
想

家
も
い
れ
ば
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
を
明
確
に
拒
絶
し
た
思
想
家
も
い
る
。

第
四
は
、
反
資
本
主
義
、
反
自
由
市
場
経
済
、
反
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
、
「
反
成
長
』

(
u
r
E回目
E
B
)

モ
ー
ル
ド
パ
グ
の
よ
う
な
、

の
よ
う
な
、
急
進

右
翼
思
想
家
を
分
断
す
る
経
済
的
次
元
も
あ
る
。
例
え
ば
、
プ
ノ
ワ
は
急
進
的
な
反
資
本
主
義
者
と
し
て
自
由
市
場
経
済
を
激
し
く
非

難
し
、
社
会
の
生
産
と
消
費
を
縮
小
さ
せ
る
よ
う
な
環
境
志
向
の
反
成
長
的
な
政
策
を
求
め
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ブ
ノ
ワ
は
イ
タ
リ
ア

66 

の
コ
ス
タ
ン
ツ
ォ
・
プ
レ

l
ヴ
ェ

(の
o
E
自
N
O
H
J
o
d
o
)
、
ダ
ニ

l
ロ
・
ゾ

l
ロ

(ロ自己
O
N
o
F
)

な
ど
、
同
じ
立
場
に
立
つ
マ
ル



65 

ク
ス
主
義
者
と
進
歩
主
義
者
の
著
作
ま
で
積
極
的
に
翻
訳
・
紹
介
し
た
。
こ
う
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
・
社
会
主
義
へ
の
「
親
和
性
」
は
、

(10 ) 

プ
ノ
ワ
を
他
の
急
進
右
翼
思
想
家
か
ら
際
立
た
せ
る
重
要
な
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
プ
ノ
ワ
の
他
に
、

ド
ゥ

1
ギ
ン
、

ス
ベ
ン

第54号 (2020)

サ
!
と
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
も
類
似
す
る
経
済
的
な
価
値
観
を
有
す
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
「
小
古
な
政
府
」
を
支
持
す
る
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー

ト
、
個
人
と
民
間
団
体
の
自
由
権
の
最
大
化
を
主
張
す
る
テ
イ
ラ
ー
、
そ
れ
に
経
済
の
自
由
放
任
と
完
全
な
民
営
化
を
唱
え
る
モ
ー
ル

ド
パ
グ
と
い
っ
た
親
自
由
市
場
的
な
急
進
右
翼
思
想
家
も
少
な
く
な
い
。

東北法学

上
述
の
四
つ
の
目
立
っ
た
相
違
点
の
外
に
、
一
一
一
つ
の
や
や
微
妙
な
相
違
点
に
つ
い
て
も
略
述
し
よ
う
。

ま
ず
、
宗
一
教
的
志
向
に
関
し
て
、
戦
後
欧
州
に
お
け
る
急
進
右
翼
の
強
固
な
反
キ
リ
ス
ト
教
的
傾
向
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
道
教
と

ヒ
ン
ド
ゥ
1
教
か
ら
知
恵
を
汲
み
取
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
「
超
越
」
の
首
位
性
を
信
じ
て
い
た
エ
ヴ
ォ
ラ
を
筆
頭
に
、
プ
ノ
ワ
、

フ
ア

ユ
、
そ
し
て
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
の
恩
想
の
中
に
は
「
異
教
主
義
」
(
宮
官
回
目
的
自
〕
、
神
秘
主
義
の
色
彩
が
極
め
て
濃
厚
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

キ
リ
ス
ト
教
文
明
の
終
末
に
強
烈
な
危
機
感
を
示
し
た
シ
ュ
ベ
ン
グ
ラ
1
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
を
自
認
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
欧
州
が
抱

え
る
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
信
仰
回
帰
の
重
要
性
を
強
調
す
る
ユ
ン
ガ
ー
と
い
っ
た
古
典
的
な
思
想
家
と

も
、
あ
る
い
は
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
道
徳
と
倫
理
を
称
揚
す
る
ゴ
ッ
ト
フ
リ
l
ト
や
プ
キ
ャ
ナ
ン
な
ど
の
現
代
ア
メ
リ
カ
の
急
進

右
翼
思
想
家
と
も
異
な
る
。

続
い
て
、
欧
州
と
ア
メ
リ
カ
の
急
進
右
翼
思
想
家
を
引
き
離
す
も
う
一
つ
の
要
素
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
反
米
主
義
で
あ
る
。

7 

ラ
ン
ス
新
右
翼
に
よ
れ
ば
、
現
代
欧
州
は
自
由
主
義
、
消
費
主
義
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
「
ア
メ
リ
カ
的
な
価
値
観
」
に
よ
る
植
民
地
化
を

経
験
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
主
権
を
喪
失
し
た
欧
州
大
陸
を
ア
メ
リ
カ
の
支
配
か
ら
解
放
す
る
こ
と
が
急
務

で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
は
ド
ゥ

l
ギ
ン
の
ネ
オ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
主
義
の
理
念
形
成
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

最
後
、
急
進
右
翼
思
想
家
は
伝
統
的
価
値
観
を
頑
固
に
堅
持
す
る
と
当
然
の
よ
う
に
目
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
そ
う
で
も
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な
い
。
な
か
で
も
、
同
性
愛
へ
の
賛
否
を
め
ぐ
っ
て
急
進
右
翼
思
想
家
は
二
分
し
て
い
る
。
最
も
鮮
明
な
例
と
し
て
は
、
男
性
至
上
主

義
的
な
「
男
性
部
族
主
義
」
(
昌
巳
0
4ユ
『
巴
町
田
)
を
首
唱
す
る
同
性
愛
者
の
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
で
あ
ろ
・
っ
。
彼
に
と
っ
て
は
男
性
同
士
の

愛
こ
そ
、
戦
闘
的
な
同
志
関
係
の
具
現
化
で
あ
り
、
理
想
と
さ
れ
る
「
男
性
ギ
ャ
ン
グ
」

p
p
-
o
Q自
問
)

の
礎
石
で
あ
る
。
ま
た
、

極
端
な
リ
パ
タ
リ
ア
ン
社
会
を
志
す
モ

l
ル
ド
パ
グ
お
よ
び
「
新
し
い
道
徳
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」

(ZO当
宮
司
巳
出
向
。

E
E
F可
)
を

作
ろ
う
と
す
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
も
同
性
愛
を
個
人
的
自
由
と
い
う
視
点
か
ら
容
認
し
、

ホ
モ
フ
ォ
ピ

7
が
遍
在
的
な
ア
メ
リ
カ
の
急
進
右

翼
に
「
異
彩
」
を
添
え
た
と
言
え
る
。

(
ニ
.
三
)
特
筆
す
べ
き
点

上
に
整
理
さ
れ
た
共
通
点
と
相
違
点
か
ら
、
欧
米
の
急
進
右
翼
思
想
家
は
一
枚
岩
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
本

書
の
内
容
に
つ
い
て
は
二
つ
の
特
筆
す
べ
き
点
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
簡
単
に
触
れ
て
み
よ
う
。

一
つ
目
は
、
理
想
の
政
治
と
現
実
の
政
治
の
「
収
数
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
プ
ノ
ワ
は
反
エ
リ
ー
ト
主
義
的
な
立
場
に
基
つ
い
て
現

行
の
代
表
制
民
主
主
義
を
嫌
悪
す
る
が
、
他
方
で
は
「
参
加
型
民
主
主
義
」

(
F
E
n
-
E
Eミ
ロ

oEOOBq)
と
「
熟
議
型
民
主
主

義
」
(
ロ
忌
Z
E世
話
口
。
目

cqmq)
を
推
奨
す
る
。
彼
は
、
非
自
由
主
義
的
な
大
統
領
制
民
主
主
義
を
提
唱
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
似

て
い
て
、
権
威
主
義
的
な
「
行
政
国
家
」
(
回
M
2
5
2
0
臼

E
Z
)
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
な
大
衆
動
員
の
結
合
す
る
、

い
わ
ば
「
非
自
由

主
義
的
民
主
主
義
」
(
回
目
F
O
E
-
u
o
E。
耳
目
包

の
信
者
で
あ
る
。
同
様
に
、

ア
メ
リ
カ
の
「
ネ
オ
・
反
動
主
義
」
運
動
の
中
核
的

な
主
張
、
す
な
わ
ち
モ
ー
ル
ド
パ
グ
が
鼓
吹
す
る
極
端
な
リ
パ
タ
リ
ア
ン
社
会
と
権
威
主
義
的
な
政
治
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
「
リ

パ
タ
リ
ア
ン
権
威
主
義
」
も
、
こ
う
し
た
非
自
由
主
義
的
民
主
主
義
の
一
つ
の
変
種
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
特
異
な
政
治
的
主

64 

張
は
、

モ
ー
ル
ド
パ
グ
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
な
ど
の
国
に
お
い
て
ま
す
ま
す
現
実
味
を
帯
び
つ
つ
あ
り
、
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言
葉
を
借
り
て
言
え
ば
、
ピ
ノ
チ
ェ
ト
時
代
の
チ
リ
、
「
改
革
関
放
」
初
期
の
中
国
と
現
在
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
ま
さ
し
く
「
好
ま
し

)
 

2
 

1
 

(
 

い
未
来
」
で
あ
る
。

第54号 (2020)

二
つ
目
は
、
反
エ
リ
ー
ト
主
義
に
関
連
す
る
点
で
あ
る
。
欧
米
の
急
進
右
翼
思
想
家
は
常
に
反
エ
リ
ー
ト
主
義
と
密
接
に
結
び
つ
い

て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秩
序
、

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
、
権
威
、
伝
統
、
反
平
等
主
義
、
反
普
通
主
義
な
ど
は
彼
ら
の
著
作
と
恩
想
の

中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
ら
が
積
極
的
に
練
り
上
げ
た
メ
タ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
戦
略
も
本
質
的
に
は
「
エ
リ
ー
ト
的
」
な

東北法学

も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
急
進
右
翼
思
想
家
の
反
エ
リ
ー
ト
主
義
を
一
種
の
「
反
エ
リ
ー
ト
主
義
的
な
エ
リ
ー
ト

主
義
」
(
』
耳
目
1

回
目
仲
間
忠
臣
凹
仲
間
mE)
と
理
解
し
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
時
代
の
急
進
右
翼
と
変
わ
ら

ず
、
二

O
世
紀
以
降
の
急
進
右
翼
の
思
想
的
基
軸
に
据
え
ら
れ
る
の
は
、
依
然
と
し
て
階
級
、
身
分
と
権
威
を
彊
歌
す
る
エ
リ
ー
ト
/

貴
族
主
義
で
あ
り
、
彼
ら
が
絶
え
ず
品
現
出
し
て
い
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
、
反
エ
リ
ー
ト
的
な
感
情
は
往
々
に
し
て
、
「
非
支
配
的
エ
リ
l

ト

ge
実
力
派
エ
リ
ー
ト
」
の
対
立
軸
を
隠
す
た
め
の
見
せ
か
け
に
過
ぎ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
現
在
の
欧
米
諸
国
を
席
巻
し
て
い
る

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
旋
風
に
乗
じ
て
台
頭
し
て
き
た
急
進
右
翼
政
党
を
研
究
す
る
際
、
そ
れ
ら
の
政
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
深
層
に
潜
伏

し
て
い
る
「
反
大
衆
的
」
な
価
値
観
を
見
落
と
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

(
二
.
四
)
戦
後
の
急
進
右
翼
政
党
と
の
つ
な
が
り

さ
て
、
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
一
六
人
は
急
進
右
翼
政
党
と
一
体
、
如
何
な
る
関
係
を
持
つ
の
か
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
筒

略
に
述
べ
る
。

現
代
と
新
興
の
急
進
右
翼
思
想
家
と
は
異
な
り
、
古
典
的
な
思
想
家
と
戦
後
の
急
進
右
翼
政
党
と
の
実
質
的
な
交
流
を
追
跡
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
戦
前
、
戦
時
中
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
ナ
チ
ズ
ム
体
制
と
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
シ
ュ
ベ
ン
グ
ラ
l
、
ユ
ン
ガ
!
と
シ
ュ



現代欧米急進右翼白思想的源流と発展を探って(課)(13 ) 

ミ
ッ
ト
の
作
品
は
戦
後
も
熱
心
な
読
者
を
得
て
い
る
も
の
の
、
彼
ら
の
思
想
を
め
ぐ
る
議
論
の
ほ
と
ん
ど
は
知
識
界
に
留
ま
る
も
の
で

あ
り
、
ま
た
ユ
ン
ガ
!
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
も
、
戦
後
に
お
い
て
は
現
実
政
治
か
ら
意
識
的
に
距
離
を
置
い
て
い
た
。

や
や
特
殊
な
の
は
エ
ヴ
ォ
ラ
で
あ
る
。
ム
ッ
ソ
リ
l
F
一
と
ヒ
ト
ラ
ー
と
の
会
談
に
お
い
て
通
訳
者
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
エ
ヴ
ォ
ラ

は
早
く
も
一
九
五
一
年
に
ネ
オ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
系
テ
ロ
組
織
の
「
知
的
扇
動
者
」

(
E
z
-
-
R
E巴

H
E
z
m
E
o乙
と
し
て
起
訴
さ
れ
、

最
終
的
に
無
罪
判
決
を
受
け
た
が
、
六

0
年
代
後
半
に
再
び
過
激
派
学
生
団
体
の
「
知
的
指
導
者
」
と
見
ら
れ
て
い
た
。
殊
に
彼
の
著

作
、
『
虎
に
乗
る

(の
E
巴
B
E
F
m
w
寸
仲
間
百
)
』
の
核
心
で
あ
る
「
没
政
治
」
(
〉
吉
田
Z
E
)
と
い
う
概
念
は
、
非
妥
協
的
な
街
頭
闘

争
の
必
要
性
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
左
右
両
翼
の
過
激
派
学
生
に
受
け
止
め
ら
れ
、
当
時
の
街
頭
暴
力
を
間
接
的
に
激
化
さ
せ
た
恩

想
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
学
生
運
動
の
最
盛
期
が
過
ぎ
去
っ
た
現
在
で
も
、

エ
ヴ
ォ
ラ
の
思
想
と
著
作
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
「
賞

金
の
夜
明
け
」
(
岡
、

c
q
品
p
c
Jユ
)
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
「
ヨ
ッ
ヒ
ク
」
旬
。
vzr)
な
ど
の
急
進
右
翼
政
党
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
強
く
推
薦
さ
れ
て
い
る
。

現
代
の
思
想
家
に
つ
い
て
、
青
年
時
代
に
「
秘
密
軍
事
組
織
」
(
。
局
自
由
E
C。
ロ
〉
円
自
営

m
m
o
Z
Z
)、
「
民
族
主
義
学
生
述
盟
」

(
『
注
品
円
丘
町
O凶
品
E
P
E
E
E
m
Z
E
Zロ丘町
Eoa)
な
ど
の
右
翼
系
準
軍
事
組
織
、
学
生
団
体
に
参
加
し
た
プ
ノ
ワ
は
本
来
、
知

的
領
域
に
お
け
る
メ
タ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
戦
略
の
実
践
に
重
心
を
置
い
て
き
た
が
、
お
お
よ
そ
-
九
七

0
年
代
後
半
か
ら
目
線
を
現
実
政

治
に
移
し
始
め
た
。
そ
の
頃
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ

l
政
権
(
一
九
七
九
年

i
一
九
九

O
年
〕
と
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
(
一

九
八
一
年

i
一
九
八
九
年
)
を
皮
切
り
に
、
ち
ょ
う
ど
新
保
守
主
義
、
新
自
由
主
義
の
興
起
期
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
危
機
感
を
募

ら
せ
た
ブ
ノ
ワ
は
最
初
に
自
ら
創
設
し
た
「
欧
州
文
明
研
究
会
」
(
の
何
回
の
回
)
を
基
盤
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
中
道
右
派
政
党
、
「
共
和

国
連
合
」
(
阿
凶
器
自
日
E
O
B自
け
句
。
ロ
吋
宮
却
の
百
戸
E
E
d
m臼
と
「
フ
ラ
ン
ス
民
主
連
A
E
(
C
E
Oロ
目
。
耳
目
"
ロ
E
M
o
q
E
E
司
自
耳
目
mO)

62 

へ
の
働
き
か
け
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
た
が
、
彼
の
反
資
本
主
義
、
反
自
由
市
場
経
済
ひ
い
て
は
反
キ
リ
ス
ト
教
的
な
立
場
は
到
底
、
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「
国
民
戦
線
」

(吋円。ロ酔

主
流
右
派
作
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
。

(14 ) 

の
場
合
で
も
、

理
念
上
の
近
接
性
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る

フ
ラ
ン
ス
新
右
翼
と
親
し
い
プ
ル

l
ノ
・
メ
グ
レ

G
2
5
冨
m
句
$
)
が
副
党
首
を
担
っ
て
い
た
一

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

Z
E
Z白
色
)

第54号 (2020)

九
八
八
年

i
一
九
九
八
年
の
一

0
年
間
を
除
き
、
ブ
ノ
ワ
の
影
響
力
は
限
定
的
で
あ
る
。
と
り
わ
け
移
民
政
策
に
関
し
て
は
国
民
戦
線

が
「
同
化
政
策
」
(
〉

mEEHFEoロ
)
を
掲
げ
る
た
め
、
民
族
的
多
元
主
義
の
立
場
を
取
る
ブ
ノ
ワ
と
相
容
れ
な
い
。
逆
に
、
プ
ノ
ワ

は
国
民
戦
線
が
「
エ
リ
ー
ト

g
大
衆
」
と
い
う
二
元
論
的
な
対
決
の
構
図
を
重
視
し
す
ぎ
て
い
る
と
し
、
こ
れ
を
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

東北法学

テ
ィ

l
の
病
理
」

3
Z
E
F
o
z
q
o同
E
自
立
件
可
)
と
見
な
し
て
批
判
す
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ノ
ワ
の
思
想
は
一
九
八

0
年
代
か
ら
早
々
に
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
に
「
輸
出
」
さ
れ
、

ル
コ
・
タ
ル
キ
(
宮

R
E
点
胃
岳
山
)
、
ヘ
ニ
ン
グ
・
ア
イ
ヒ
ベ
ル
ク
(
図
。
回
目
ロ
岡
田
。

5
0円
問
)
な
ど
に
伝
掃
さ
れ
た
結
果
、
「
イ
タ マ

リ
ア
社
会
運
動
」
(
冨
。
武
器
自
吉
田
。
色
色
。
ロ
色
町
自
己
と
そ
の
後
継
政
党
の
「
国
民
同
盟
」

(
k
-
E
E
P
Z自問。
E
Z
)、
「
ド
イ

ツ
の
た
め
の
選
択
肢
」
(
と

Z
E
E
Z。
宮
司

U
g
z
o
E
s
e
と
い
っ
た
急
進
右
翼
政
党
の
み
な
ら
ず
、

イ
タ
リ
ア
の
急
進
左
翼
政

党
か
ら
も
多
く
の
追
随
者
を
獲
得
し
た
。

プ
ノ
ワ
の
他
に
、
急
進
右
翼
政
党
と
明
確
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
現
代
の
思
想
家
は
、
テ
イ
ラ
ー
、
ド
ゥ

l
ギ
ン
と
イ
ェ
オ
1

ル
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

テ
イ
ラ
ー
は
欧
州
の
急
進
右
翼
政
党
と
の
関
係
を
重
視
し
、

い
わ
ゆ
る
「
国
際
急
進
右
翼
運
動
」
の
熱
心
な
推
進
者
で
あ
る
。
彼
は

自
己
所
有
の
オ
ン
ラ
イ
ン
雑
誌
『
〉
目
。
氏
自
口
同

S
E
E
mロ
自
』
を
通
じ
て
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
戦
線
、
「
イ
ギ
リ
ス
独
立
党
」

日

宮内回。唱。ロ
ι。ロ
ooHMmwzu、
)
、
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
自
由
党
」
(
『
百
四

Fa己
目
。
阿
国
司
号
富
山
。

E
司
諸
問
。
冨
)
、
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
な

ら
び
に
ベ
ル
ギ
ー
の
「
フ
ラ
l
ム
ス
・
ベ
ラ
ン
ダ
」

(4EPEω
図。

E
ロ
四
)
所
属
の
活
動
家
ら
に
意
見
交
流
の
舞
台
を
提
供
し
て
い
る
。

引
き
換
え
に
、
テ
イ
ラ
ー
も
こ
れ
ら
の
政
党
の
講
演
会
や
党
大
会
の
常
連
客
で
あ
る
。
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ド
ゥ

l
ギ
ン
自
身
は
そ
も
そ
も
「
民
族
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
」

(
Z
E
Zロ
包
回
己
m
F
Z持
】
MmwZ也
、
「
ユ
ー
ラ
シ
ア

ug(回国
E
a
p

司
馬
守
〉
な
ど
、
い
く
つ
か
の
小
さ
な
急
進
右
翼
政
党
の
創
立
者
で
あ
る
。
彼
の
ネ
オ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
主
義
と
い
う
地
政
学
的
な
思
想

は
、
「
ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
」
(
の

O
B
5
5
E
3
H，
q
o同
p
o
E包
己
自
『
色
。
E
E
B
)
と
「

?ν
ア
自
由
民
主
党
」

(
F
5
2包

uo自
。
司
旦
向
。
司
mwE可
。
片
岡
H
g
m日
m一
)
と
い
う
左
右
両
極
の
政
党
ば
か
り
か
、
与
党
の
「
統
一
ロ
シ
ア
」

(
C
E
E仏
国
E
E也、

て
は
ロ
シ
ア
連
邦
軍
の
高
級
将
校
に
ま
で
も
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
わ
れ
た
。
と
は
言
え
、

ひ
い

ロ
シ
ア
国
内
と
い
う
よ
り
、
む

し
ろ
海
外
に
お
い
て
彼
の
思
想
は
真
剣
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
彼
は
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ギ
リ

ν
ャ

と
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
巨
大
な
支
持
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
か
つ
て
存
在
し
た
「
第
三
の
位
置
」

3
Z
4
E
E
M
U
S
H
E
E
)
を
提
唱

す
る
フ
ラ
ン
ス
の
「
新
し
い
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
」

(Zoロ
s
-
Z
国
m
m
U
Eロ
2
)、
ベ
ル
ギ
ー
を
拠
点
に
置
い
て
い
る
民
族
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ

ズ
ム
政
党
た
る
「
民
族
欧
州
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
党
」

Q
R位
。

o
E
E
C
E
E弘
Z
Z
E
Eロ
色
白
号
。
忘
自
)
と
い
っ
た
「
非
主

Rmv 

流
的
」
な
小
政
党
の
み
な
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア
の
「
北
部
同
盟
」

(
Z
m
'
Z
2
6、
ギ
リ
シ
ャ
の
黄
金
の
夜
明
け
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ヨ
ッ

ピ
ク
の
よ
う
な
強
い
勢
力
を
誇
っ
て
い
る
急
進
右
翼
政
党
の
ほ
か
、
ギ
リ
シ
ャ
の
「
急
進
左
派
連
合
/
シ
リ
ザ
」
(
由

J

同
国
民
〉
)
と
さ

え
繋
が
っ
て
い
る
。

国
際
的
な
反
ジ
ハ

l
ド
主
義
運
動
の
中
心
的
イ
デ
オ
ロ

1
グ
と
見
な
さ
れ
る
イ
ェ
オ
ー
ル
と
言
え
ば
、
極
右
テ
ロ
を
想
起
す
る
だ
ろ

う
。
そ
の
中
で
最
も
有
名
な
の
は
二

O
一
一
年
七
月
二
二
日
に
起
こ
っ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
連
続
テ
ロ
事
件
で
あ
る
。
七
七
人
が
殺
害
さ
れ

イ
ェ
オ
ー
ル
の
「
ユ

l
-フ
ビ
ア
」

た
こ
の
大
惨
事
を
起
こ
し
た
ア
ン
ネ
シ
ュ
・
プ
レ
イ
ピ
ク
(
〉
ロ
r
E
回
E
E
W
)
に
よ
れ
ば
、

(
国
号
mwFE)
説
が
彼
の
反
イ
ス
ラ
ム
主
義
的
な
恩
想
の
形
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
(
出
g
当ロ

NRH)。
テ
ロ
リ
ス
ト

(15 ) 

だ
け
で
な
く
、
イ
ェ
オ
ー
ル
の
影
響
力
は
主
流
政
治
に
も
浸
透
し
た
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
同
じ
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お
い
て
、
彼
女
の
作

60 

品
と
思
想
は
長
い
間
、
政
府
出
資
の

Z
の
O
、
し
か
も
急
進
右
翼
政
党
の
「
進
歩
党
」

2
2
E路
号
官
官
ユ
同
旦
)
と
深
い
関
わ
り
の
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あ
る
「
人
権
サ
ー
ビ
ス
」
(
出
口

E
S
E凹
Z
m再
出
自
)
に
押
し
広
め
ら
れ
て
い
た
。
「
人
権
サ
ー
ビ
ス
」
に
よ
る
有
権
者
の
聞
の
反

)
 

6
 

1
 

(
 

イ
ス
ラ
ム
感
情
の
広
ま
り
は
進
歩
党
の
選
挙
で
の
支
持
拡
大
を
後
押
し
し
、
結
局
、
二

O
二
ニ
年
以
降
に
進
歩
党
は
主
流
化
/
与
党
化

第54号 (2020)

を
成
し
遂
げ
た
。

最
後
に
、
新
興
の
思
想
家
と
し
て
、
中
学
生
時
代
以
来
、
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
民
主
党
」
(
国
語
丘
四

aOEO-q旦
OBm)、
『
北
欧
レ
ジ

【訟》

ス
タ
ン
ス
述
動
」

(Z。円島町山内側
W
E。
z
g
E
U芯
E
Z
E
)
の
た
め
に
活
動
し
た
経
歴
を
持
ち
、
拳
銃
犯
罪
で
投
獄
さ
れ
た
こ
と
も
あ

東北法学

る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
フ
リ
ー
ベ
リ
は
、
世
界
中
で
最
も
有
名
な
急
進
右
翼
系
出
版
社
「
〉
長
吉
ω」
と
急
進
右
翼
版
の
「
4
5庄
司
包
広
」

AUV 

メ
タ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
戦
略
を
踏
ま
え
て
北
欧
の
急
進
右
翼
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を

こ
と
「
冨

E
s
a
s」
の
創
設
者
で
あ
る
と
同
時
に
、

「
刷
新
」
し
た
中
心
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
彼
が
二

O
O七
年
に
立
ち
上
げ
た
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
ス
ウ
ェ

l

デ
ン
の
利
用
者
を
主
と
す
る
ネ
ッ
ト
掲
示
板
「
Z
o
E出
町
」
は
、
北
欧
に
お
け
る
急
進
右
翼
向
け
の
主
要
な
オ
ン
ラ
イ
ン
ハ
プ
で
あ
り
、

こ
の
掲
示
板
で
急
進
右
翼
政
党
の
政
治
家
の
姿
も
頻
繁
に
現
れ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
二

O
一
七
年
一
月
に
彼
は
ス
ベ
ン
サ
!
と

一
緒
に
「
邑
け
同
町
Z
o
o弓
O
E
t
oロ
」
を
設
立
し
、
大
西
洋
横
断
の
白
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
運
動
を
始
め
た
。
こ
う
し
て
、
国

際
的
な
影
響
力
を
振
る
っ
て
い
る
フ
リ
ー
ベ
リ
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ヨ
ッ
ビ
ク
の
一
元
官
立
首
ガ

l
ボ
ル
・
ヴ
ォ
ナ

(
p
b
F
O
吋
〈
O
口
同
)
の

よ
う
な
海
外
の
重
要
な
急
進
右
翼
政
治
家
に
ま
で
も
人
脈
を
広
げ
た
の
で
あ
る
。

三
.
本
書
の
意
義

( 

. 
一
)
急
進
右
翼
研
究
に
お
け
る
思
想
史
的
考
察
の
重
要
性

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
と
そ
れ
に
伴
う
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
ナ
チ
ズ
ム
体
制
の
崩
壊
は
、
戦
争
・
虐
殺
・
圧
迫
に
満
ち
た
あ
の
熱
狂
的



)
 

7
 

1
 

(
 

な
時
代
に
は
も
う
永
久
に
戻
れ
な
い
こ
と
を
、
当
時
欧
州
の
多
く
の
人
に
確
信
さ
せ
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
、

ナ
チ
ズ
ム
が
「
灰
か
ら
飛

び
立
つ
不
死
鳥
」
ご
と
き
誇
張
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
類
似
性
の

あ
る
急
進
右
翼
政
党
は
ま
さ
か
「
普
段
着
」
を
身
に
ま
と
う
形
で
我
々
の
周
り
に
存
在
し
、

し
か
も
い
よ
い
よ
勢
い
を
増
し
つ
つ
あ
る

(
司
自

m
E
O
E
M
C
H
T
N
O
H田
川
区
白
1
5
3
0

九

六
0
年
代
に
平
均
五
四
%
の
得
票
と
四
%
の
議
席
か
ら
、
一
一

O
一
0
年
代
に
平
均
一
二
.

現代欧米急進右翼白思想的源流と発展を探って(調)

四
%
の
得
票
と
一
二
.
二
%
の
議
席
へ
と
成
長
し
た
急
進
右
翼
政
党

(
Z
o耳
目
白
r
E包
各

時廿

NDH由
由
)
(
【
図
1
】
)
は
、
急
進
左
翼
政
党
、
緑
の
党
な
ど
、
戦
後
欧
州
に
お
け
る

他
の
新
興
政
党
に
比
べ
れ
ば
特
異
な
存
在
で
あ
り
、
「
復
活
」
(
同
B
E
E
B
)
、
「
躍
進
」

(回目印

E包
括
巴
、
「
定
着
」
匂

OEmgg)
守
り
に
は
「
主
流
化
」

(
5
5
ω
可

O
B百
四
)

を
経
た
現
在
、

一
部
の
国
に
お
い
て
「
持
続
可
能
な
執
政
能
力
」

3
5
E
E与
日
q

E

M
V

。
司
耳
)
を
獲
得
し
た
様
相
す
ら
呈
し
て
い
る
(
【
表
5
】
)
(
〉
rr耳
目
自
-
E
色
色
ω

NDH田
一
語
二

O
一
七
，
二

O
一
九
，
二

O
二
O
一
水
島
編
ニ

O
二
O
)。
こ
う
し
た
政
党

政
治
で
の
趨
勢
変
動
を
葦
引
し
て
い
る
の
は
、

一
九
九
0
年
代
以
降
の
欧
州
社
会
(
な
か
で

も
東
・
南
欧
)
の
「
右
傾
化
」
の
加
速
(
【
図
2
】

【表
6
】

)

で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、

現
時
の
欧
州
急
進
右
翼
政
党
の
平
均
支
持
率
は
既
に
一
九
三

0
年
代
の
水
準
に
遥
し
、
無
党

派
層
を
除
け
ば
、
唯
一
、
絶
え
間
な
く
拡
大
し
て
い
る
の
は
急
進
右
翼
的
な
有
権
者
層
で
あ

58 

る

(OMEロ『
ωEND-4)
。

4('" 

;: 
。，‘

Jろを ，~ゐ♂G担診

図 1 1990年代以降の欧州における急進右翼政党の得票率の推移

出所:Rooduijn et al. (2019)。

句。奇%
Year 

号、
"宅診
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表 5 1990年代以降の西欧における与党化した急進右翼政党の一覧表

(15) 

図2 欧州28カ国の「右翼過激主義の需要指数J(DEREX Index)の趨勢変動

出所:Demand for Right-Wing Extremism Index (DEREX Index) 
(Political Capi回12018)をもとに筆者作成。図中で表記された 8カ国
はその DEREX指数が上向いている。
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一
方
、
上
記
の
諸
現
象
は
決
し
て
社
会
的
・
経
済
的
な
構
造
変
化
に
よ
る
偶
発
的
も
し
く
は
突

発
的
な
も
の
で
は
な
く
、
先
述
の
通
り
、
す
べ
て
の
政
治
・
社
会
運
動
と
同
じ
く
急
進
右
翼
の
勢

力
伸
長
の
背
後
に
も
思
想
的
な
動
力
源
が
あ
る
た
め
、
本
書
は
間
違
い
な
く
こ
れ
ら
現
実
の
政
治

動
向
を
見
守
り
つ
つ
、
こ
う
い
う
動
力
源
の
解
明
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
冒
頭
で
編
者
が
言
う
よ
う
に
、
こ
の
一
六
人
の
急
進
右
翼
思
想
家
は
、
戦
間
期
の
保
守

革
命
者
、
戦
時
中
の
ナ
チ
A
岳
貝
、
神
秘
主
義
者
、

フ
ラ
ン
ス
新
右
翼
、
旧
保
守
主
義
者
、

ア
イ
デ

ン
テ
イ
タ
リ
ア
ン
、
不
オ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
主
義
者
、
反
イ
ス
ラ
ム
主
義
者
、
極
端
な
リ
パ
タ
リ
ア

ン
、
オ
ル
タ
ナ
右
翼
、
男
性
部
族
主
義
者
と
い
う
、
多
岐
に
わ
た
る
一
群
で
あ
る
。
異
な
る
時
間

的
・
空
間
的
背
景
の
下
で
彼
ら
の
思
想
の
特
徴
と
影
響
力
に
は
重
大
な
相
違
点
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
よ
り
重
要
視
さ
れ
る
必
要
な
の
は
、
そ
れ
ら
の
思
想
の
根
底
に
潜
む
連

続
性
と
共
通
点
で
あ
り
、
他
の
諸
思
想
・
主
義
と
一
様
に
栄
枯
浮
沈
を
経
験
し
た
上
で
目
下
改
め

て
活
性
化
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
共
通
点
と
相
違
点
が
、
各
章
で
簡
潔

明
瞭
か
つ
具
体
的
に
解
説
さ
れ
た
こ
と
は
本
書
の
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
三
.
ニ
)
急
進
右
翼
思
想
家
の
「
戦
略
転
換
」
へ
の
鋭
敏
な
洞
察

そ
し
て
、
本
書
の
も
う
一
つ
の
意
義
は
、
急
進
右
翼
思
想
家
の
同
異
点
へ
の
考
察
を
通
し
て
彼

ら
の
「
戦
略
転
換
」
に
注
意
喚
起
を
し
よ
う
と
す
る
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

エ
ヴ
ォ
ラ
に
代
表
古

56 

れ
る
古
典
的
思
想
家
は
、
「
近
代
性
」

(Zoeg詐
可
)
を
凶
暴
な
「
虎
」
と
比
嚇
し
、
直
接
的
な

(16) 

右翼テロ発生件数の推移 (1990年-2018年)

三島主盟主E
317 (+29.9%: 

2000-2010 
244 (+24.5%: 

旦型
企並

怠進右翼/極右
政党が関与した

金
生

表6

59 (+96.67%) 30 (+76.47%) 

18.61% (+6.31%) 

出所:Right-Wing Terrorism and Violence in Western Europe C七he
RTγdataset) CRavndal 2016)をもとに筆者算出。

12.30% (+3.63%' 
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行
動
で
は
な
く
、
「
虎
に
乗
」
(
包
含

F
0
5問。乙

っ
た
ま
ま
で
そ
れ
の
「
過
労
死
」
を
待
つ
し
か
な
い
と
い
う
、

一
種
の
消
極
的
・

( 20 ) 

受
動
的
な
戦
略
を
採
択
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
、
現
代
と
新
興
の
思
想
家
は
、

フ
リ
ー
ベ
リ
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、
虎
の
死
を
願
う

第54号。02町

人
々
は
む
し
ろ
「
虎
を
絞
め
殺
す
」
(
印
可
E
E
o
吾
o
目
問
問
〕
以
外
に
選
択
の
余
地
が
な
い
、
と
い
う
一
種
の
積
極
的
・
主
動
的
な

戦
略
を
採
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
本
書
に
鋭
く
指
摘
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
急
進
右
翼
思
想
家
の
戦
略
転
換
を
見
る
限
り
で
は
、
た
だ
資
本
主
義
の
崩
壊
の
兆
し
を
待
つ
の
か
、
そ
れ
と
も
社
会
主
義

東北法学

の
到
来
ま
で
に
日
常
闘
争
に
積
極
的
に
参
与
す
る
の
か
、
と
い
う
こ

O
世
紀
初
頭
に
お
け
る
正
統
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
修
正
主
義
者
間

の
路
線
対
立
(
回
目

8
0凶
M
D
H品
目

N
E
)

が
想
起
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
思
想
と
学
術
の
領
域
に
囚
わ
れ
る
こ
と
に
甘
ん
じ
な
い
現

代
と
新
興
の
急
進
右
翼
思
想
家
は
今
や
ま
さ
し
く
戦
間
期
の
修
正
派
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
如
く
、
現
実
の
政
治
を
能
動
的
に
改
変
し
ょ

う
と
す
る
た
め
、
出
版
物
、

シ
ン
ク
タ
ン
夕
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
多
種
多
様
な
手
段
を
通
じ
て
メ
タ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
領
域
に

お
け
る
急
進
右
翼
の
覇
権
形
成
に
心
血
を
注
い
で
い
る
。
現
代
欧
米
政
治
の
右
傾
化
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
隆
盛
と
の
相
関
関
係
の
い
か

ん
を
問
わ
ず
、
彼
ら
の
活
発
な
行
動
は
必
ず
将
来
い
つ
か
「
可
視
的
」
で
「
感
知
可
能
」
な
成
果
を
あ
げ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
本
書
か

ら
の
響
告
は
、
断
じ
て
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

(
=
一
.
=
己
中
立
性
と
客
観
性
を
確
保
す
る
貴
重
な
学
問
的
姿
勢

最
後
に
、
先
入
観
を
捨
て
て
「
等
身
大
」
の
急
進
右
翼
思
想
家
を
な
る
べ
く
的
確
に
描
写
す
る
こ
と
も
本
書
の
突
出
し
た
魅
力
で
あ

る
。
例
え
ば
、
内
容
の
中
立
性
と
客
観
性
を
保
つ
た
め
に
執
筆
分
担
者
が
執
筆
の
過
程
で
未
だ
に
健
在
し
て
い
る
対
象
人
物
と
の
直
接

【げ】

的
な
接
触
と
意
見
交
換
に
努
め
て
い
た
。
す
べ
て
の
執
筆
分
担
者
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
ら
れ
た
と
は
限
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も

こ
う
い
う
真
撃
な
学
問
的
姿
勢
は
評
価
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
お
か
げ
で
、
読
者
が
本
書
を
も
っ
て
急
進
右
翼
思
想
家
ら
の
生
い
立
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(
 

ち
、
思
想
な
ら
び
に
影
響
を
冷
静
で
正
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
さ
る
こ
と
に
加
え
て
、
本
書
の
執
筆
分
担
者
の
タ
イ
テ
ル
パ
ウ
ム
が
説

い
た
よ
う
に
、
個
人
聞
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
付
き
合
い
に
よ
り
、
急
進
右
翼
に
関
す
る
評
論
の
「
反
射
的
な
単
音
性
」
(
図
。
巴
O
M
E
巴可

宮
O
ロ
o喜
o
E
n
Z
E号
。
)
が
免
れ
ら
れ
て
別
様
の
視
座
も
提
示
可
能
と
な
る
。

四
.
急
進
右
翼
思
想
の
全
体
像
の
把
握
困
難
と
今
後
の
課
題

国
境
と
世
代
を
越
え
て
急
進
右
翼
の
界
隈
で
重
要
な
地
位
を
占
め
る
思
想
家
を
ほ
ぼ
網
羅
し
た
点
は
本
書
の
一
大
特
色
で
あ
る
。
他

方
で
、
こ
の
一
六
人
の
み
か
ら
、
否
応
な
く
急
進
右
翼
思
想
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
と
い
う
の
は
、

ニ
l
チ
ェ
、
，、

イ
デ
ッ
ガ
ー
の
よ
う
な
戦
後
の
急
進
右
翼
運
動
に
深
遠
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
大
物
は
本
書
の
考
察
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
上
に
、
誰
が

重
要
な
思
想
家
な
の
か
、
そ
の
重
要
吉
を
判
定
す
る
基
準
は
何
な
の
か
は
、
本
書
で
明
確
化
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
か
ら
で
あ
る
。

《

叩

ゆ

)

《

nv

換
言
す
れ
ば
、
シ
ャ
ル
ル
・
モ

l
ラ
ス

(
C
E
耳
目
自
包
mE円
Em)
や
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ソ
レ
ル

(
C
O
O
M
-岡
田

臼

0
2
5
(回
耳
目

E

《

鈎

》

回
口
口
町
一
寸
由
品
目
一
山
口

N
D
E
E
l回
目
)
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ル
ト
ゥ

1
ル
・
メ
ラ
1
・
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
プ
ル
ッ
ク
(
〉

Z
F
R
宮
0
0
=耳

《

幻

》

ア
ル
ミ
ン
・
モ

l
ラ
1

(〉
コ
ロ
自
冨
o
E司
)
、
さ
ら
に
長
ら
く
の
問
、
そ
の
作
品
が
欧
米
急
進
右
翼
に
熱
賛

A

町
向
口
内
同
0
ロ
回
ヨ
レ
の
}
内
)
、

さ
れ
て
い
る
三
島
由
紀
夫
な
ど
、
急
進
右
翼
思
想
を
論
及
す
る
際
に
必
ず
避
け
ら
れ
な
い
重
要
人
物
ら
が
排
除
さ
れ
た
の
は
、
遺
憾
な

こ
と
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
し
て
、
新
興
の
思
想
家
の
う
ち
、

フ
リ
ー
ベ
リ
以
外
の
全
員
が
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
た
め
、
本
書
の
重
心
が
若
干
偏
っ
て
い
る
と

読
者
に
受
け
止
め
ら
れ
る
可
能
性
も
高
い
。
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
の
文
脈
で
は
宗
教
(
キ
リ
ス
ト
教
)
が
非
常
に
重
要
な
地
位
を
占
め

54 

て
い
る
一
方
、
欧
州
に
比
し
て
ア
メ
リ
カ
急
進
右
翼
に
お
け
る
生
物
学
的
人
種
主
義
と
「
女
性
嫌
悪
」
(
呂
町
O
間
百
弓
)

の
猛
烈
さ
も
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目
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
い
わ
ば
「
ア
メ
リ
カ
の
特
色
あ
る
要
素
」
が
大
西
洋
両
岸
の
急
進
右
翼
を
確
実
に
分
断
し
て
い
る
こ
と
を

( 22) 

読
者
が
あ
ら
か
じ
め
心
が
け
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

第54号 (2020)

総
じ
て
言
え
ば
、
急
進
右
翼
と
い
う
一
一
吉
田

ズ
ム
な
ど
、
種
々
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
即
座
に
普
通
の
人
々
の
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
こ
と
は
一
般
的
か
も
し
れ
な
い
が
、
事
実
、
本
書

の
内
容
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
世
間
が
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
超
え
て
急
進
右
翼
を
見
極
め
る
必
要
性
と
、
急
進
右
翼
研
究
が
ご
枚

東北法学

岩
的
な
視
点
」

G
E
E
-
H岳
町
司
耳
切
目
。
E
2
0
)
を
揚
棄
し
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
急
進
右
翼
と
そ
の
思
想
の
全
体
像
を
最
大
限

に
掴
む
重
要
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
の
試
み
で
は
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
で
も
あ
る
。

終
わ
り
に

ニ
O
一
九
年
一

O
月
二
七
日
に
行
わ
れ
た
テ
ュ

l
リ
ン
ゲ
ン

(
4
E
E口
問
。
ロ
)
州
議
会
選
挙
で
は
「
左
翼
党
」
(
ロ
5
F
E
r
o
)
が

史
上
初
め
て
州
レ
ベ
ル
で
第
一
党
と
な
り
、
第
二
党
の
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
と
共
に
主
流
政
党
を
押
し
の
け
、

い
わ
ゆ
る
「
消
極

的
多
数
派
」

「
ド
イ
ツ
の
緑
の
心
臓
」
(
己
目
。

z
s
図
。
日

(
Z
o官
官
〈
O

宮
旦
0
2
q
)
を
形
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
の

ロ
E
E
n
E自
ιω)
と
も
称
さ
れ
る
州
は
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
て
い
た
。
そ
れ
に
翌
年
二
月
、
当
初
予
想
さ
れ
た
左
翼
党
の
ポ
ド
・

内

m〕

ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
か
ら
支
持
を
受
け
た

ラ
メ
ロ
ウ

(回

O品
O
H
H
E
g
-
o
d
q
)
が
率
い
る
少
数
派
政
権
の
樹
立
と
は
裏
腹
に
、

「
自
由
民
主
党
」
(
早
E
o
ロ
o
E
o可
旦
E
S
O
H
M
m
w江
氏
)

3
F
o日
日
開
。
呂
田
耳
目
『
)
が
一
票
の
差
で
州
首
相

の
ト
マ
ス
・
ケ
メ
リ
ヒ

に
選
出
さ
れ
、
世
論
の
猛
反
発
を
招
い
た
。
結
局
、
高
ま
っ
て
い
る
憤
怒
の
声
の
中
、
ケ
メ
リ
ヒ
が
州
首
相
就
任
の
翌
日
に
退
陣
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
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E
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O砕
け
伊
〈
oユ
品

〔
長
谷
川
晴
生
訳
(
ニ

O
一
九
)
『
ド
イ
ツ
白
新
右
翼
』
新
泉
社
。
)

J円。
-op
回
{
回
呈
岡
山
)
同
E
z
b
E
R
『
Fm
同
号
。
ib
コNF
』
u

円
な
『
E
ユ
宙
開
『
口
百
古
ロ
moロ
C
E
d呂
田
広
司
司
2mme

古
賀
光
生
(
二

O
一
三
)
「
戦
略
、
組
織
、
動
員
。
己

l
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
由
政
策
転
換
と
党
組
織
」
『
国
家
学
会
雑
誌
』
一
一
一
六
(
七
・

八
)
，
六
三
五

l
六
八
七
頁
。

露
天
(
二

O
一
七
)
「
西
欧
に
お
け
る
急
進
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
と
左
派
政
党
白
競
争
関
係
に
関
す
る
一
考
察
一
九
八
0
年
代
中
葉
以
降
の
填
、

仏
、
独
及
び
伊
を
中
心
に
」
『
法
学
』
八
一
(
四
)
，
五
一
一
五
八
三
頁
。

諒
天
(
二

O
一
九
)
「
選
挙
勢
力
か
ら
政
権
勢
力
へ
西
欧
に
お
け
る
極
右
政
党
由
主
流
化
に
関
す
る
比
較
分
析
」
『
年
報
政
治
学
成
熟
社
会
の
民
主

政
治
』
二

O
一
九
〔
二
)
，
二
三
三
二
六
三
頁
。

諌
天
(
二

O
二
O
)
「
与
党
と
し
て
の
急
進
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
は
「
政
府
の
質
」
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
る
か
西
欧
の
事
例
を
中
心
と
し

て
」
『
公
共
研
究
』
一
六
三

Y
二
三
七
二
八
六
頁
。

畑
山
敏
夫
(
二

O
一
七
|
一
一

O
一
九
〕
「
マ
リ
l
ヌ
・
ル
ベ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
申
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
|
変
容
す
る
フ
ラ
ン
ス
政
治
と
「
国
民
戦
線

Q
Z
U」

に
つ
い
て
考
え
る
(
一
ー
六
)
」
『
佐
賀
大
学
経
済
論
集
』
五

0

2
一
)
五
一
(
四
)
。

水
島
治
郎
編
(
二

O
二
O
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『
ポ
ピ
ュ
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ズ
ム
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い
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挑
戦
|
岐
路
に
立
つ
現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
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岩
波
書
居
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山
口
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(
ニ

O
一
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フ
ァ
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ズ
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(
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岩
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本
書
で
議
論
さ
れ
た
の
は
「
広
義
的
」
な
急
進
右
翼
で
あ
り
、
「
フ
ァ
l
・
ラ
イ
ト
」

Q
R
l
E
B
C、
「
極
右
」

S
E
E
E
O
固
有
宗
)
、
急
進

右
翼
、
「
急
進
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
(
国
釦
P
E
-
-出
M
m
Z
H
U
O
E
E
E
)、
オ
ル
タ
ナ
右
翼
と
い
っ
た
下
位
類
型
が
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。

(
2
)

戦
前
の
「
保
守
革
命
」
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
ド
イ
ツ
の
急
進
右
翼
思
想
家
を
中
心
に
紹
介
し
た
司
g
回

Q
2
4
)

白
日
本
語
訳
が
最
近
刊

行
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
長
谷
川
(
二

O
一
九
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
「
近
代
主
義
と
近
代
性
」
(
冨
邑
R
E
m
E
E品
冨
昆
司
E
q
)
と
い

う
主
題
を
め
ぐ
っ
て
二
O
世
紀
か
・

2
二
世
紀
に
か
け
て
白
欧
州
に
お
け
る
五
人
白
重
要
な
急
進
右
翼
思
想
家
を
取
り
上
げ
た
近
年
四
研
究
は
、

D
F
Eロ
(
N
C
H
S

で
あ
る
。

(
3
)

党
首
マ
リ
1
ヌ
・
ル
ベ
ン
(
冨
問
E
o
z
yロ
)
白
「
脱
悪
魔
化
」
(
ロ
注
目
与
o
r旦
百
ロ
)
路
線
白
一
環
と
し
て
、
二

O
-
八
年
六
月
一
日
に

国
民
戦
線
は
党
名
を
「
国
民
連
合
」
(
同
日
目
白
Eo自
由
け

Z
"
c
B巳
)
に
変
更
し
た
。
マ
リ
l
ヌ
・
ル
ベ
ン
白
下
で
白
国
民
戦
線
の
変
容
を
詳

述
し
た
日
本
語
論
考
に
つ
い
て
、
畑
山
(
二

O
一七

l
二
O
一
九
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
4
)

メ
グ
レ
は
国
民
戦
線
の
発
展
の
歴
史
に
お
け
る
鍵
白
人
物
で
あ
り
、
副
A
是
自
の
座
に
就
い
て
い
た
彼
は
国
民
戦
線
の
党
思
想
の
体
系
化
と
社
会

的
受
容
性
白
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
し
か
も
、
ま
さ
に
彼
の
お
か
げ
で
、
国
民
戦
線
は
緩
や
か
な
政
治
団
体
か
ら
、
主
流
政
党
に
匹
敵
で

き
る
よ
う
な
完
備
性
の
あ
る
か
つ
強
固
な
組
織
構
造
を
持
つ
現
代
政
党
へ
と
変
身
し
た
(
古
賀
ニ

O
一
一
ニ
・
冨
唱
耳
目
由
民

SEi-su。

(
5
)

イ
タ
リ
ア
「
新
右
翼
」

(
Z
E
S
U
E可
制
む
の
重
要
人
物
で
あ
る
タ
ル
キ
は
、
青
年
時
代
に
イ
タ
リ
ア
社
会
連
崩
の
「
前
途
有
望
な
活
動
家
」

で
あ
る
と
見
ら
れ
た

(Om--品FRNDD中・

4
3。
そ
の
後
、
彼
は
イ
タ
リ
ア
社
会
運
動
を
離
脱
し
、
一
九
八
七
年
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
で
博

士
号
(
政
治
学
)
を
取
得
し
た
。
現
在
、
彼
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
政
治
学
部
の
教
授
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
急
進
右
翼
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
研
究
の
代
表
的
な
学
者
で
も
あ
る
。

(
日
)
ド
イ
ツ
「
新
右
翼
」

(
Z
E
O
問。。

FZ)
の
重
要
人
物
と
文
筆
家
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
学
者
、
歴
史
学
者
と
し
て
南
デ
ン
マ
ー
ク
大
学
、
そ

し
て
コ
ベ
ン
ハ
l
ゲ
ン
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
こ
と
が
あ
る
(
巧
自
国

N
2
7
N
E包
・
曲
目
ム
吋
)
。

(
7
)

急
進
右
翼
政
党
問
自
分
断
と
連
携
、
そ
れ
に
「
国
際
化
」

(
H
E
o
g
m
C
B巴民
E
H
S
)
の
過
程
と
歴
史
を
詳
考
し
た
最
新
白
文
献
と
し
て
、

口巴
E
M
G
2
5、
宮
O
U
O
B
o
-
-
F
d司
再
開
問

(NDHD)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(8)
ポ
ス
ト
・
ソ
連
時
代
田
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ネ
オ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
主
義
と
急
進
右
翼
勢
力
の
発
展
、
ド
ゥ

l
ギ
ン
、
そ
し
て
プ
l
チ
ン
政
権
と
欧

(
1
)
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現代欧米急進右翼申思想的源流と発展を探つで(諦)

州
の
急
進
右
翼
政
党
と
白
接
触
を
紹
介
し
た
文
献
に
つ
い
て
、
同
目
r

o

G

2

6

お
よ
び

C
臣
官
邑
(
N
2
3

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
9
)

冷
戦
を
背
景
に
発
展
し
て
き
た
「
第
三
白
位
置
」
は
、
西
側
陣
営
四
資
本
主
義
と
東
側
陣
営
の
共
産
主
義
田
両
方
に
反
対
し
、
左
右
を
超
越
し

て
急
進
右
翼
的
な
文
化
観
と
急
進
左
翼
的
な
経
済
観
を
融
合
古
せ
よ
う
と
す
る
「
習
合
主
義
的
」

(
m
w
E
E
t
o
)
な
政
治
的
立
場
で
あ
る
。
こ
う

い
う
立
場
白
代
表
的
な
例
の
一
つ
は
、
自
由
主
義
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
次
ぐ
「
第
四
の
政
治
理
論
」
と
も
呼
ば
れ
る
民
族
ポ
ル
シ
ェ

ヴ
イ
ズ
ム
で
あ
る
。

(27) 

(
叩
)
一
九
九
一
年
に
地
域
主
義
政
党
と
し
て
発
足
し
た
北
部
同
盟
は
近
年
、
国
民
政
党
化
に
努
め
、
一
一

O
一
八
年
総
選
挙
前
に
は
党
名
を
「
同
盟
」

(
H
O
官
)
に
変
更
し
た
。

(
日
)
ユ

1
ラ
ピ
ア
と
は
、
ア
ラ
ブ
世
界
と
西
欧
(
特
に
フ
ラ
ン
ス
)
白
エ
リ
ー
ト
伺
由
共
謀
に
よ
る
イ
ス
ラ
ム
化
し
た
欧
州
で
あ
る
。
こ
の
陰
謀
論

は
既
に
一
九
七

0
年
代
に
出
現
し
、
二

0
0
0年
代
以
降
に
イ
ェ
オ
l
ル
の
本
(
吋
貝
O
円

N
D
D
印
)
に
よ
っ
て
広
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

(
ロ
)
北
欧
白
ー
最
大
白
国
民
社
会
主
義
的
な
過
激
派
組
織
で
あ
る
北
欧
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
は
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
ネ
オ
・
ナ
チ
ズ
ム
白
国
際
的
協

力
の
中
、
一
定
の
成
功
を
収
め
た
僅
少
な
例
の
一
つ
(
冨
旦
【
H
O
N
E
呂
田
品

lg)
で
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ら
び
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
五
カ
国
に
支
部
を
置
い
て
い
る
。

〔
臼
)
急
進
右
翼
サ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
言
え
ば
、
一
般
的
に
「
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
」
が
連
想
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
二

0
0
0年
代
以
前
白
北
欧

白
場
合
?
「
ホ
ワ
イ
ト
・
パ
ワ
l
・
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
主
義
」
と
、
こ
れ
に
伴
う
「
へ
イ
卜
・
パ
ン
卜
」
は
非
常
に
有
名
で
あ
る
。
本
章
(
第
一
六

章
)
白
著
者
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
タ
イ
テ
ル
パ
ウ
ム
(
国
自
盲
目
自
寸
S
E
E
E
H
E
)
に
よ
れ
ば
、
フ
リ
ー
ベ
リ
白
メ
タ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
戦
略
が
北
欧

諸
国
の
急
進
右
翼
サ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
よ
り
「
知
性
的
」
で
「
規
律
正
し
い
」
方
向
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
結
果
、
従
来
の
ス
キ
ン
ヘ
ッ

ド
・
サ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
基
本
的
に
消
滅
し
た
と
い
う
。
北
欧
諸
国
の
急
進
右
翼
サ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
と
り
わ
け
白
人
至
上
主
義
的
な
音
楽
が
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
民
主
党
の
台
頭
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
J
勺

O
E
O
-
百
回
目
(
N
2
4
)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
H
H
)

欧
州
の
急
進
左
翼
政
党
白
平
均
得
票
率
は
一
九
四

0
年
代
白
一
二
.
六
%
か
ら
二

O
一
0
年
代
白
七
.
二
%
(
宮
司
任
回
由
民
・
民

1S)
ま
で

低
下
の
一
途
を
た
ど
り
つ
つ
あ
る
一
方
、
緑
由
党
は
近
年
、
い
く
つ
か
の
国
(
特
に
ド
イ
ツ
)
で
急
成
長
し
つ
つ
あ
る
。
と
は
言
え
、
欧
州
全
体

か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
平
均
得
票
率
は
-
九
七

0
年
代
末
の
二
一
%
か
ら
二

0
0
0年
代
初
頭
白
六
.
一
%
へ
と
上
昇
し
て
き
た
が
、
急
進
右
翼

政
党
と
比
較
す
れ
ば
増
幅
が
小
古
い
(
印
宮
S

N

D

H
円
台
)
。

48 



47 

〈
日
)
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
チ
ェ
コ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
ラ
ト
ピ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ル
ク
セ
ン
プ
ル
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ス
ロ
パ
キ
ァ
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
イ
ギ
リ
ス
の
二

八
カ
国
で
あ
る
。

(
日
〉
急
進
右
翼
/
極
右
政
党
が
関
与
し
た
件
数
と
は
、
あ
る
急
進
右
翼
/
極
右
政
党
も
し
く
は
そ
白
青
年
組
織
に
明
確
に
所
属
す
る
テ
ロ
リ
ス
ト
に

よ
る
テ
ロ
事
件
白
件
数
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
ネ
オ
・
ナ
チ
ズ
ム
、
ネ
オ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
ま
た
は
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
白
性
質
を
帯
び
る
緩
や

か
な
政
治
団
体
に
所
属
す
る
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
テ
ロ
事
件
は
こ
白
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
な
い
。
計
算
対
象
と
な
る
二
二
田
急
進
右
翼
/
極
右

政
党
は
以
下
由
連
り
(
一
)
デ
ン
マ
ー
ク
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
社
会
主
義
運
動
(
ロ
Z
回
国
)
、
合
一
)
フ
ラ
ン
ス
|
国
民
戦
線

2
3、
全
一
)
ド

イ
ツ
ド
イ

Y
民
族
同
盟

(
U
4
C
)
、
共
和
党
〔
何
回
目
V
)

、
ド
イ
ツ
国
民
民
主
党
(
Z
H
U

ロ
)
、
右
翼
党
(
口
出
)
、
(
四
)
ギ
リ
シ
ャ

l
黄
金
白
夜
明

け
(
同
と
、
(
五
)
イ
タ
リ
ア
|
北
部
同
盟

(FZ)
、
新
し
き
力

Q
Z
)
、
社
会
運
踊
・
=
一
色
白
炎
(
冨
印
l

苛
吋
)
、
カ
l
サ
バ
ウ
ン
ド
・
イ
タ
リ

ア

3
2
)、
(
六
)
オ
ラ
ン
ダ
|
中
央
党
一
虫
色
司
白
血
〕
、
(
七
)
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ー
国
民
同
盟

(
Z
K
C
、
ヴ
ィ

l
グ
リ
l
ズ
(
認
可
広
)
、
〈
八
)
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
|
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
民
主
党
(
田
口
)
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
(
田
昌
)
、
国
民
民
主
党

(
Z
U
)
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
党

(
由
も
)
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
党
(
白
色
)
、
(
九
)
イ
ギ
リ
ス
|
国
民
戦
線

2
3、
イ
ギ
リ
ス
国
民
党
(
回

Z
3、
プ
リ
テ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
(
回

3
。

(
げ
)
例
え
ば
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
l
ト
、
テ
イ
ラ
ー
と
フ
リ
ー
ベ
リ
が
自
ら
白
章
を
担
当
す
る
執
筆
者
と
白
書
面
交
流
あ
る
い
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

た
。
そ
の
中
、
フ
リ
ー
ベ
リ
は
彼
自
身
が
紹
介
さ
れ
る
第
一
六
章
白
著
者
タ
イ
テ
ル
パ
ウ
ム
白
親
友
で
も
あ
る
。

(
団
)
王
党
主
義
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
団
体
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ

l
ズ
」
(
〉

5
8
早
目
的
巴
自
)
由
創
設
者
と
理
論
家
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
戻
近
代
主
義
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
。

(
凶
)
フ
ラ
ン
ス
人
、
「
革
命
的
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ス
ム
」
(
国

2
0
Z
E
E司
由
吉

E
B
Z
E
)
由
理
論
家
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
絶
大
な
影
響
を
与
え
て
ム
y

ソ
リ
l
ニ
に
「
思
想
の
噂
師
」
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
い
た
。

(
却
)
ド
イ
ツ
人
、
ユ
ン
ガ
!
と
同
じ
く
保
守
革
命
白
代
表
的
な
人
物
、
「
第
三
帝
国
」
を
命
名
し
、
ド
イ
ツ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
目
高
揚
と
ナ
チ
党

白
基
本
理
念
に
深
い
影
響
を
与
え
た
。

(
幻
)
ス
イ
ス
人
、
保
守
革
命
と
い
う
概
念
白
創
造
者
、
そ
白
著
作
が
「
新
右
誕
の
世
界
観
的
正
典
」
と
思
わ
れ
る
(
巧
包
回
岡
田
r
N
D
E
A
8
0

( 28) 第54号 (2020)東北法学
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(
勾
)
テ
ュ

l
リ
ン
ゲ
ン
州
党
玄
部
リ
ー
ダ
ー
の
ピ
ョ
ル
ン
・
ヘ
ッ
ケ
(
国
百
自
国
四
件
。
)
は
ド
イ
ツ
白
た
め
白
選
択
肢
内
白
最
右
翼
派
聞
こ
と
「
翼
」

〔
ロ
耳
目
β
m巴
)
白
領
袖
で
あ
る
。
当
該
派
閥
は
二

O
ニO
年
三
月
に
「
連
邦
憲
法
擁
護
庁
」

G
E骨
自
国
け
宮
司

4
0民
自
白
ロ
ロ
岡
田
O
F
E
N
)

に

よ
っ
て
「
極
右
団
体
」
と
認
定
さ
れ
た
結
果
、
四
月
に
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。

( 29) 46 




